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新型コロナワクチン接種のお知らせ
　町では、５月７日（月）より町民ホールにてワクチン接種を実施しています。現在までに 60歳以
上の方にクーポン券を発送したところですが、まだお手元にクーポン券が届いていない方につきまし
ても、希望する町民すべての方が接種できるように順次ワクチンが供給されますので、安心してお待
ちいただきますようお願いいたします。

接種費用

無  料
全額公費

今後のワクチン接種スケジュール

ワクチン接種を受けるまでの流れ

◇基礎疾患のある方の優先接種について
　�　基礎疾患のある 64歳以下の方に優先してクーポン券を送付しますので、お早めにお申し出
ください。
　●対  象  者：基礎疾患を有する町内在住の 16歳から 64歳までの方
　　　　　　　※昭和 32年４月２日から平成 18年４月１日までの方が対象です。
◇町独自の優先接種について
　�　学校、保育所、認定こども園、学童の職員の方に優先してクーポン券を送付します。
　●対  象  者：�学校、保育所、認定こども園、学童の職員で、町内在住の 16歳から 49歳までの

方。また、町外に勤務されている方で優先接種を希望される場合は申し出が必要。
　●申出方法：新型コロナワクチン接種コールセンター　
　　　　　　　☎０２８５－６７－２２２２（平日　9:00 ～17:00)FAX０２８５－６８－４６７１

①予約…接種には予約が必要になります。電話またはインターネットから予約ができます。

対象者（年度年齢） クーポン券発送 予約開始日 接種開始時期
基礎疾患のある方 6/18（金）から

届き次第 7月上旬から
高齢者施設の従事者 6/22（火）から
64歳～ 60歳の方 6/22（火） 6/29（火） 7月上旬から
民生委員・学校、保育所、認定こども園・
学童の職員・駐在所の警察官（配偶者含む） 7/2（金） 届き次第 7月中旬から

59歳～ 50歳の方 7/2（金） 届き次第 7月中旬から
上記以外の方 決まり次第お知らせします。

電話予約
（平日 9:00 ～ 17:00）

○新型コロナワクチン接種コールセンター
　　☎０２８５－６７－２２２２
○健康福祉課健康づくり係
　　☎０２８５－６８－１１３３

インターネット
予約

右記のQRコード、または「市貝町　コロナワクチン」と
検索することで予約ページに移行できます。

◇個別接種を希望する場合は厚生労働省「コロナワクチンナビ」をご確認ください。
　「コロナワクチンナビ」サイトアドレス【https://v-sys.mhlw.go.jp】
　　※町外の医療機関であってもかかりつけ医であれば接種できる場合があります。

②予約後～接種日まで…�事前に送付した予診票の記入をお願いします。基礎疾患がある方や、心配な
方は事前にかかりつけ医に予防接種を受けてよいかどうかご相談ください。

③接種当日　接種会場：市貝町町民ホール
　　　　　　持　ち　物：クーポン券、予診票、本人確認書類（保険証等）、��お薬手帳（お持ちの方）
　　　　　　服　　装：半袖の服など、肩を出しやすい服装
　　　　　　　　　　　��　�※右記の画像のように、ワクチンは肩に接種します。
　　　　　　　　　　　　　���当日は半袖の服、もしくは前開きの上着など肩が
　　　　　　　　　　　　���　出しやすい服装でお越しください。

希望日・氏名・生年月日
照会番号が必要です

＜QRコード読取＞

＜QRコード読取＞
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ワクチン接種後の副反応について

ワクチン接種後の過ごし方

◇接種後、数日以内に現れる可能性がある症状

発現割合 症　　状

50％以上 接種部位の痛み、疲労、頭痛　など

10～ 50％ 発熱、筋肉痛、悪寒、関節痛　など

1～ 10％ 吐き気、嘔吐　など

●１回目の接種の方へ
　・�ワクチンの効果を十分得るために、１回目の接種から通常３週間空けて、できるだけ早めに
２回目の接種を受けてください

●２回目の接種の方へ
　・�ワクチン接種はこれで終了になります。接種後は１回目と同様に、体調に変化がないか注意
してください。

　・�接種後に現れた症状によっては、２回目の接種を受けない方がよいこともあります。接種後
に気になる症状が現れた方は、２回目を受けるかどうかも含めてかかりつけ医にご相談くだ
さい。

　ワクチンを受けた方は、新型コロナウイルス感染症の発症を予防できると期待されています
が、他の方への感染をどの程度予防できるのかはまだ分かっていません。また、すぐに多くの方
が予防接種を受けられるわけではなく、ワクチンを受けた方も受けていない方も、共に社会生活
を営んでいくことになります。
　このため、ワクチン接種後も皆さまに感染防止対策を継続していただくようお願いします。

●掲載内容に関するお問い合わせ：健康福祉課健康づくり係　
　　　　　　　　　　　　　　　　☎０２８５－６８－１１３３　FAX�０２８５－６８－４６７１
●接種予約方法等について　　　：ワクチンコールセンター　☎０２８５－６７－２２２２

◇ワクチン情報・副反応などの相談窓口

相談窓口 症　　状 対応時間

栃木県　
受診・ワクチン相談センター
☎ 0570 － 052 － 092

感染症に関する相談
・感染予防に関すること

（全日）24時間
ワクチン接種に関する
専門的な相談（副反応など）

注　意　点
〇�２回目の接種後は、1回目の接種よ
りも副反応が出ることが多いです。
〇�接種後、7日目以降に十分な免疫が
できると言われています。

ワクチンを受けた後も、感染防止対策の継続をお願いします
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役場正面玄関に設置されている自動交付機は、令和３年８月 31日（火）をもって撤去します。
町民カードを用いて自動交付機での住民票の写し、印鑑登録証明書の交付はできなくなりますの
でご注意ください。
自動交付機のサービスが終了しても、町民カード（印鑑登録証）は、役場窓口で印鑑登録証明
書を発行する際に提示が必要ですので、大切に保管してください。
　サービス終了後は、マイナンバーカード（顔写真付き）を利用したコンビニ交付サービスをご
活用ください。また、令和３年９月１日（水）からは、マイナンバーカードを利用して証明書を
発行する多機能端末機（マルチコピー機）を役場正面玄関に設置します。このためマイナンバー
カードの取得がお済みでない方は、お早めに申請手続きをお願いします。

マイナンバーカードを利用した証明書コンビニ交付のお知らせ
マイナンバーカード（顔写真付き）を利用して、全国のコンビニエンスストア（セブンイレブン、
ローソン、ファミリーマート等）に設置されている多機能端末機（マルチコピー機）で、住民票
の写しなどの証明書が取得できます。多機能端末機（マルチコピー機）のメインメニューから「行
政サービス」を選び、画面の案内に従って操作を行ってください。端末操作の際には、登録した
暗証番号（4桁の数字）の入力が必要です。（15歳未満の方はご利用できません）

取得できる証明書 取得できる範囲 手数料 利用時間

住民票の写し（※）
本人及び本人と同一世帯分

（除票は除く）

200 円

午前 6時 30分

～午後 11時
(年末年始 12 月 29�日

～ 1月 3日は休止 )

印鑑登録証明書 印鑑登録されている本人分

所得証明書、住民税決定証明書 本人分（現年度を含む２年度分）

戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）・

個人事項証明書（戸籍抄本）
本人及び同一戸籍者分の現在戸籍

のみ発行（市貝町に本籍がある方）

450 円
平日のみ

午前 9時～午後

5時 30分戸籍の附票の写し 200 円

（※）個人番号（マイナンバー）、住民票コード入り住民票は、役場窓口のみの発行です。

・所得証明書、住民税決定証明書は、必要とする年度の１月１日時点で市貝町に住民登録のない
方は発行できません。また、転出をした方や在留期間の満了日を過ぎた方は発行できません。

・戸籍の全部（個人）事項証明書及び戸籍の附票は、市貝町以外に住民登録がある方で本籍地が
市貝町の方は、事前に利用登録申請が必要です。利用登録申請は多機能端末機（マルチコピー機）
からマイナンバーカードを使用して行います。
　●問い合わせ　　●住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍証明書・戸籍の附票の写し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町民くらし課戸籍住民係　☎６８－１１１４
　　　　　　　　　●所得証明書・住民税決定証明書　　　　　　　税務課　☎６８－ 1１１２　

自動交付機サービス終了のお知らせ

町民くらし課戸籍住民係窓口では、タブレット端末を用いてマイナンバーカード申請
サポート（写真撮影無料）を実施しています。町民くらし課での申請を希望する方は、
本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）を持参のうえ来庁してください。

●問い合わせ　町民くらし課戸籍住民係　☎６８－１１１４

マイナンバーカード申請サポートマイナンバーカード申請サポート
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　　市貝町で利用できる交通機関をご存じですか？市貝町で利用できる交通機関をご存じですか？

①「那須烏山市営バス」

③「関東自動車」

④「真岡鐵道」

②「JR バス」

　普段の生活の中では、自家用車で移動することが多いと思いますが、市貝町にはいろいろ
な交通機関があります。自家用車以外の交通機関も上手に利用してみませんか。

　運行区間：市貝温泉�⇔�烏山駅前
　運　　賃：150 円～ 820 円

　運行区間：ツインリンク茂木⇔市塙駅入り口⇔ JR宇都宮駅⇔作新学院
　運　　賃：150 円～ 1,620 円�
　※詳しくは JRバス関東（株）宇都宮支店まで。（☎ 028－ 687－ 0671）

　運行区間：益子駅前�⇔�赤羽小学校前�⇔�宇都宮東武
　運　　賃：170 円～ 1,270 円

　運行区間：茂木�⇔�下館
　運　　賃：190 円～ 1,050 円

「デマンドタクシー『サシバふれあい号』」「デマンドタクシー『サシバふれあい号』」
運行日：月曜日～金曜日（土日、祝日、お盆、年末年始は運休）
運行区域：市貝町内全域、芳賀町祖母井地区、芳賀町「ロマンの湯」、益子町「青木医院」
　　　　　茂木町「さとう耳鼻咽喉科クリニック」
運賃：1回　大人 300 円・小人 200 円（小学生以下）
※運転免許証を自主返納された方にデマンドタクシー回数券を差し上げています。（下記参照）
※デマンドタクシーは、事前に利用登録が必要となります。

「タクシー」「タクシー」
※高齢者世帯の方や障害をお持ちの方に福祉タクシー券を交付しています。

　詳しくは健康福祉課高齢介護係又は福祉係まで。（☎６８－１１１３）

運転免許証の自主返納について運転免許証の自主返納について
　町では、運転免許証を自主返納した方に、デマンドタクシー回数券を交付しています。
　　〇交付物：デマンドタクシー回数券 11枚綴りを２セット（22回分）
　　〇手続きの流れ：①茂木警察署にて運転免許証の返納手続きをする。
　　　　　　　　　　②�茂木警察署にて返納時に交付される「取消通知書」もしくは、「運

転経歴証明書」と印鑑を持参し、役場総務課において申請をする。
　　〇役場への申請に持参するもの：取消通知書もしくは、運転経歴証明書・印鑑
　　　※詳しくは総務課消防交通係まで。（☎６８－１１１１）
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　普段何気なく行っている「ごみ出し」。一人ひとりがごみのルールを理解し、正しい「ごみ出し」

を行うことで、ごみの削減・資源化の促進、ひいては、かけがえのない地球の環境保全につながります。

　ごみの出し方について、役場に多くお問い合わせいただく内容をまとめました。あなたの「ごみ

出し」、正しいですか？今一度、正しいごみの出し方を確認してみましょう。

★生ごみの出し方　
→　【もえるごみ】です。市販されている指定袋に入れて出してください。

生ごみを出す時は、できる限り水をよく切ってから
4 4 4 4 4 4 4 4 4

！

★家庭ごみの野焼き禁止
　→　内容や量に関係なく、屋外焼却は法律で禁止

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

されており、罰則が定

められています。家庭からでるごみは、必ず指定袋やコンテナ等の決

められたルールに従い排出してください。

★缶類の出し方
　→　指定コンテナ（黒色）で出してください。容器はしっかりと水ですすぎ、

つぶさないで
4 4 4 4 4 4

出してください。飲料用の空き缶のほかに。缶詰・菓子缶・

粉ミルク缶・クッキー缶も【缶類】で出せます。

★もえないごみと粗大ごみの分け方
　→�　小型家電や蛍光灯、大型調理器具など、【もえないごみ】で出すことができます。ただし、指

4

定コンテナ（青色）から少しでもはみ出しているものは【粗大ごみ】扱い
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

となり、収集できません。

★スプレー缶の出し方
　→　缶類ではなく【もえないごみ】です。スプレー缶や小型ガス缶は、ガスが

残っていると爆発炎上する恐れがありますので、必ず風通しの良い屋外でガ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ス抜きをして、目で確認できる大きさの穴を開けてから
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

出してください。

★分別を間違えやすいごみ
　　・プラスチック製品�➡【もえるごみ】です。指定袋で出してください。

　　・缶詰のフタ�➡�缶類ではなく【もえないごみ】です。

　　・ガラス製品（食器、花瓶など）➡�ビン類ではなく【もえないごみ】です。

　　・ボタン電池、充電電池（バッテリー）➡�収集できません。もえないごみで出さないでください。

　　・布団、マットレス類�➡�【粗大ごみ】です。ステーションでの収集はできません。

　　　　　　　　　　　　　　芳賀地区エコステーションに自ら持ち込んでください。

混ぜれば「ごみ」、分ければ「資源」混ぜれば「ごみ」、分ければ「資源」
～ごみの出し方、今一度考えましょう。～
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　ごみステーションは、一般廃棄物（家庭系ごみ）を排出・収集するために一時的に集積す
る場所であり、市貝町には、約 200 箇所のステーションが設置されております。これらの
設置は町への届出制となっており、原則としてステーションの維持管理は使用者（管理者）
又は地域・自治会等により行われております。
　近年、不適正なごみ出しにより収集されないごみが残っていたり、定期的な清掃等が行わ
れず荒れてしまっているステーションが散見され、一部の箇所では収集業務において支障が
生じております。
　ステーションを管理されている方は、以下のポイントを踏まえ適正な管理をお願いいたし
ます。また、ステーションは利用者みんなで使う大切な場所です。ごみ出しのルールを必ず
守り、利用者みんなで清潔に保っていただくようお願いいたします。

【適正管理のためのポイント】
★　ごみステーションを定期的に清掃する。
★　収集されず残っているごみをそのままにしない

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。（改めて分別し、ルールに従い排出する。）
★　ごみ収集日の周知や、マナー向上のための啓発看板を作成し掲示する。
★　利用者を明確にする。（誰が出したかわからないごみを減らす。）
★　不法投棄やカラス被害を防ぐため、ネットやボックスを設置し囲い込みする。

　役場では、再資源化の推進及び町民サービス向上の一環として、以下のごみの持ち込み回
収を実施しています。詳細は、ごみの持ち込みの際に役場担当課へ御相談ください。

〇　使用済みインクカートリッジ（全メーカー対象。ただし、家庭用プリンター用のみ。）
　→　役場正面入り口に回収ボックスを設置しています。

〇　水銀を含む温度計・血圧計・体温計
〇　充電式電池（リサイクルマークがついているもの、モバイルバッテリー等）
〇　加熱式電子たばこ（アイコス等）
　→　役場担当課へ直接お持ち込みください。
【注意】これらのごみは、月１回のもえないごみ収集で絶対に出さないでください

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

！
　　　��　他のごみと混在すると、ごみの破砕処理の際、発火・爆発等の恐れがあり大変危

険です。

●お問い合わせ　町民くらし課生活環境係　☎０２８５－６８－１１１４

ごみステーションの適正な管理をお願いいたします。

役場で一部ごみの持ち込み回収しています。
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し
ま
し
ょ
う
。

（411）

市塙　　
大関あらたちゃん

椎谷　　
阿部　結

ゆい

心
な

ちゃん

赤羽　　
山内麻

ま

友
ゆ

香
か

ちゃん

市塙　　
中野　弥

みおん

音ちゃん
赤羽　　
柴田　希

あき

翔
と

ちゃん

花
で
町
を
明
る
く
！

商
工
会
女
性
部
か
ら

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

マ
ロ
ニ
エ
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

町
商
工
会
女
性
部
か
ら
５
月
26
日
、

役
場
と
道
の
駅
に
、
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
の

プ
ラ
ン
タ
ー
24
鉢
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
部
は
毎
年
こ
の
運
動
を
行
っ
て
お

り
、
花
と
み
ど
り
豊
か
な
潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

マ
ロ
ニ
エ
交
通
安
全
教
室
が
６
月
４

日
か
み
ね
の
森
保
育
園
、
８
日
市
塙
保

育
所
、
９
日
赤
羽
認
定
こ
ど
も
園
、
10

日
杉
山
保
育
所
、
23
日
認
定
こ
ど
も
園

市
貝
た
い
よ
う
幼
稚
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
紙
芝
居
や
映
像
を
見

て
、
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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9

　芳賀地区広域行政事務組合では、令和３年
度職員採用試験を次のとおり行います。
●職種および採用人数　消防職　２名程度
●受験資格　�消防本部ホームページの「消防職員

募集要領」参照
●申込受付期間　７月１日（木）～８月１1日（木）
●試験日程　９月19日（日）
　受　　付　　午前８時30分～９時
　教養問題　　午前９時15分～11時15分
　適性検査
　体力試験　　午後１時30分から
●試験会場　真岡市立真岡中学校

　　　　　（�体力試験は芳賀地区広域行政事
務組合消防本部）

●試験方法　�１次試験は教養試験・適性試
験・体力試験

　　　　　　�２次試験は１次合格者を対象に
作文・面接試験

　（1次試験合格者発表）10月７日（木）消防
本部玄関前及びホームページに掲載
●問い合わせ
　�芳賀地区広域行政事務組合消防本部総務課
　☎０２８５－８２－３２１３
　http://hagakouiki.jp/syoubou/

令和3年度　令和3年度　芳賀地区広域行政事務組合消防職員採用試験芳賀地区広域行政事務組合消防職員採用試験

●試験日　９月12日（日）　　　　●試験開始時間　午前９時 30 分
●願書申請期間　電子申請　７月２日（金）から７月13日（火）
　　　　　　　　書類申請　７月５日（月）から７月16日（金）
　�　　　　　　　（郵送または持参：消防試験研究センター栃木県支部）
●試験の種類および手数料　�甲種�（特類　第１類から第５類）5,700 円　乙種（第１類から第７類）　�3,800 円
●受験地　宇都宮市（宇都宮工業高等学校）
●願書配布先　消防試験研究センター栃木県支部　県内消防局、各消防本部（各消防署、各分署）
●申し込み・問い合わせ　　（一財）消防試験研究センター栃木県支部　☎０２８－６２４－１０２２

消防設備士試験案内消防設備士試験案内

　

町
で
は
、
令
和
３
年
度
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
職
種
お
よ
び
採
用
人
数

　

一
般
事
務
１　

若
干
名

　

一
般
事
務
２　

若
干
名

▼
受
験
資
格

①
一
般
事
務
１

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
以
上
を
卒
業
ま
た
は
令
和
４
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
者

②
一
般
事
務
２

　

一
般
事
務
１
と
同
様
の
受
験
資
格
を

満
た
す
者
で
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
に

定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者

※�

①
②
い
ず
れ
も
住
所
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
験
手
続

　

採
用
試
験
申
込
書
（
６
月
25
日
か
ら

役
場
で
配
布
し
ま
す
）
に
必
要
書
類
を

添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
木
）～
８
月
13
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
試
験
日
・
会
場
等

　

第
一
次
試
験　

　

◇
期
日　

９
月
19
日
（
日
）

　

◇
会
場　

真
岡
中
学
校

　

◇
試
験
内
容

　
　

教
養
試
験
お
よ
び
適
性
検
査

　

◇
合
格
発
表　

10
月
１
日
（
金
）

　

第
二
次
試
験

　

◇
期
日　

10
月
10
日
（
日
）

　

◇
会
場　

市
貝
町
役
場

　

◇
試
験
内
容

���　

作
文
試
験
・
集
団
討
論

　
　

面
接
試
験

　

◇
合
格
発
表　

10
月
22
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
庶
務
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
１

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

キミの“やる気”
を

キミの“やる気”
を

町の未来へ町の未来へ
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

７月は青少年の非行・被害防止全国強調月間です

第48回壮年ソフトボール大会 第89回茂木町、第81回市貝町
合同バレーボールリーグ戦

　内閣府では、毎年7月を「青少年の非行・被害防止全国強調月間」とし、青少年の非行防止等について、関係機
関・団体と地域住民等が相互に協力・連携して、インターネット利用に係る子どもの性被害の防止、有害環境への
適切な対応を図る等の各種取り組みを集中的に実施することとしています。
　町では、市貝町青少年健全育成推進委員会、市貝町自治公民館連絡協議会、市貝町PTA連絡協議会など
の関係団体および学校・警察署等と連携し、青少年を犯罪等
から守るため、防犯パトロールや子ども１１０番の家の協力依
頼、啓発のぼり旗の設置などを行い、安
全・安心な環境づくりに取り組んでいます。
　青少年の非行や犯罪被害を防止する
ため、「地域の子どもは地域ぐるみで育て
る」という視点のもと、多くの皆さんのご協
力をお願いします。
●問い合わせ　
　中央公民館　☎６８－００２０

　５月１６日（日）に市貝勤労者体育センターにて第
48回壮年ソフトボール大会が開催されました。町内
から全６チームが参加し、決勝は例年にないほど大
接戦を繰り広げ、１点差で大久保ファイターズが勝
ちました。結果は以下のとおりです。
【優　勝】大久保ファイターズ　　
【準優勝】続谷　GT

　４月２３日・５月１４日・５月２８日の計３
日間、茂木町民体育館で行われました。
出場チームは３チームで、市貝町からは
クローバーが出場し、２戦全勝で優勝し
ました。

　施設を利用する場合には、手指の消毒やマスクの着用、
こまめな換気、他の人との十分な距離をとるなど、新型コ
ロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いします。

７月の公民館休館日
５日（月）、１２（月）、１９日（月）、２６日（月）

内閣府HPより
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8月7月

５　月

5,134

2,158

1 2 3 4 5 6 7

8 9  10 11 12 13 14

15 16  17 18 19  20 21

22 23 24 25  26  27 28

29 30 31

1 2 3

4 5 6 7 8 9  10

11 12 13 14 15 16  17 

18 19  20 21 22 23 24

25  26  27 28 29 30 31
月末資料整理日

山の日

海の日 スポーツの日

開館時間　９：0０～１9：0０

「特攻する噺家」
瀧川　鯉斗／著（ワニブックス）

　どうしようもない名古屋の悪ガキが、何故落語界
に飛び込み、１０年以上に及ぶ修行に耐えて、真打
に上がることができたのか？元暴走族の総長という
一風変わった経歴を持つ噺家・瀧川鯉斗が、破天荒
で刺激的な自らの半生を語る一冊です。赤裸々な内
容で興味を引き、一気に読み上げてしまいました。
ぜひ一読を！

感染症対策のためサービスの制限をしています。
状況により変更することもありますので、詳細は
ホームページ・twitterなどでご確認ください。
来館の際はマスクの着用・手指の消毒・

サーモカメラでの検温など、
感染症対策にご協力をお願いいたします。

●開館時間変更のお知らせ

●しょうちゃんと遊びま専科「かぶればみんなの人
気者！！牛乳パックぼうし」の参加者を募集します

●夏休み課題図書について

●利用者カードが新しくなりました

●歴史民俗資料館のイベント

　７月・８月は９：００～１９：００となり、開館時間が３０
分早まります。朝の涼しい時間帯もぜひご利用ください。

　夏休み工作イベントの参加者を募集します。当館顧問の　夏休み工作イベントの参加者を募集します。当館顧問の
しょうちゃんと一緒に楽しみましょう。しょうちゃんと一緒に楽しみましょう。
日時日時：８月１日（日）１４：００～（１時間半程度）：８月１日（日）１４：００～（１時間半程度）
場所場所：２階　企画研修室：２階　企画研修室
定員定員：５組　：５組　
対象対象：親子（親子ペアで１つ作れます）：親子（親子ペアで１つ作れます）
持ち物持ち物：牛乳パック３個：牛乳パック３個
申込み申込み：カウンター・お電話：カウンター・お電話
受付期間受付期間：６月２７日（日）～※定員になり次第しめ切り：６月２７日（日）～※定員になり次第しめ切り

　７月１０（土）～８月２２日（日）の期間、課題図書は利用者カー
ド１枚で１冊借りることができます。貸出期間は１週間です。
たくさんの方が利用できるようご協力お願いいたします。

　この度、利用者カードが新しくなりました。お手数です
が改めてカード申込書のご記入をお願いいたします。（身
分証のご提示も必要です）また、新カード移行後３年ごと
にカードの更新をさせていただきます。ご登録内容の確認の
ためですので、ご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ：市貝図書館　☎６８－４３８０】

第４４回企画展「不思議なキノコの世界」
期間：７月１７日（土）～８月２９日（日）※休館日は図書館に同じ
内容：様 な々キノコを紹介し、その謎に迫ります。

【問い合わせ：中央公民館　☎６８－００２０】

顧問一押しの一冊○134

　
催し物の予定

※イベントにつきましては、感染症対策を講じながら安
全にできるよう配慮しておりますが、状況により中止する
場合もあります。
●七夕かざり「星にねがいを」
期間：６月２６日（土）～７月７日（水）
場所：おはなしコーナー横
配布期間：６月２６日（土）～７月４日（日）
内容：�カウンターで配布する短冊に願い事を書い

て笹に飾りましょう。
●復刻缶バッチガチャ第一弾
期間：７月１７日（土）～７月１８日（日）
場所：カウンター
内容：�今までの缶バッチが１００個限定の復刻版と

してよみがえります。ぜひ資料を３点以上借
りてガチャにチャレンジしてください。どれが
出るかはお楽しみに！

●みんなのすいぞくかん
期間：７月２２日（木）～８月２９日（日）
掲示場所：おはなしコーナー
内容：�カウンターで配布するぬりえをご自宅で仕上

げてお持ちください。みんなの作品で、すて
きな水族館を作りましょう。

ぬりえ配布期間：７月２０日（火）～８月２２日（日）�
●ダンボの会のおはなし会
日時：７月２５日（日）１０:３０～（３０分程度）
場所：１階　おはなしコーナー
内容：�ボランティア「ダンボの会」による、乳幼児～小

学校低学年向けの絵本の読み聞かせです。
定員：１０名まで　※状況により入場制限あり
●しょうちゃんと遊びま専科　※右記をご参照ください
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情報
交 差 点

「
な
が
ら
見
守
り
」の

ご
協
力
を

「
な
が
ら
見
守
り
」
と
は

　

通
勤
や
買
い
物
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
日
常
生
活
の
中
で
、
子
供
の
安
全

確
保
や
不
審
者
が
い
な
い
か
な
ど
の
気

配
り
、
目
配
り
を
し
て
い
た
だ
く
取
り

組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
子
供
が

・
川
や
沼
で
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る

・
泣
き
な
が
ら
歩
い
て
い
る

・
不
審
者
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
時
に
、
子
供
へ
の
声
掛
け
や
通

報
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
防
災
放
送

を
通
じ
て
、
下
校
時
間
帯
の
「
見
守

り
」
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
を
日
常
生
活
の
な
か
で
の
活

動
と
し
て
、
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
供
た
ち
を

み
ん
な
で
守
っ
て
ネ

自
動
車
税
の
納
付

獣
害
に
お
困
り
の
方
は
市
貝
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
！

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

（
５
月
31
日
）
が
過
ぎ
ま
し
た
が
納
付

は
お
済
み
で
す
か
？

　

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
速
や

か
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

督
促
状
発
布
後
、
未
納
の
ま
ま
で
す

と
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
・
捜
索
・
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
真
岡
県
税
事
務
所
収
税
課
（
☎

０
２
８
５
―
８
２
―
２
１
３
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
町
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
へ
の
被

害
が
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
結
成
し
、
計
画
に
基
づ
く
捕

獲
・
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
へ
の
被
害
で
お
困
り
の
方

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
無
料
に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
で
は
、
普
段
皆
さ
ん
が
購
入
し
て

い
る
食
料
品
を
一
定
期
間
、
実
際
に
計

量
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、
計

量
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
本
町
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
計
量

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
事
業
を
延
期

も
し
く
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

　

�

10
名

▼
活
動
内
容　

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
の
期
間
中

に
購
入
し
た
商
品
の
う
ち
、
調
査
対
象

商
品
に
つ
い
て
計
量
し
、
計
量
日
誌
に

記
入
し
ま
す
。
は
か
り
は
、
県
か
ら
貸

与
さ
れ
ま
す
。

▼
資
格
要
件　

　

①�

現
に
町
内
に
世
帯
を
有
し
て
い
る

満
20
歳
以
上
の
方

　

②�

期
間
中
、
モ
ニ
タ
ー
業
務
に
従
事

で
き
る
方

　

③�

基
本
的
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
経
験
の

無
い
方

　

④
説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

以
上
の
条
件
を
満
た
す
方
と
し
ま
す
。

▼
説
明
会　
　

　

９
月
28
日
（
火
）　

　

午
後
２
時
～
（
概
ね
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

　

市
貝
町
役
場
１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
謝
礼
等

　

６
，０
０
０
円（
説
明
会
参
加
費
用
２
，

０
０
０
円
、モ
ニ
タ
ー
謝
金
４
，０
０
０
円
）

▼
申
込
方
法　

　

８
月
24
日
（
火
）
ま
で
に
、
企
画
振

興
課
に
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
振
興
課　

商
工
観
光
係　

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
８

　

E-m
ail�kikaku02@

tow
n.ichikai.

tochigi.jp

　

市
貝
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
事
務
局

　

農
林
課　

農
業
振
興
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
６
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住
民
の
命
と
財
産
を
預
か
る
市
町
村
の

長
は
、
蔓
延
す
る
感
染
症
の
影
で
、
い
つ

来
て
も
お
か
し
く
な
い
大
地
震
に
対
す
る

備
え
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
の
で
す
が

間
近
に
い
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
分
か
っ

て
い
る
の
で
、
毎
日
、
緊
張
感
を
持
っ
て

対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
地
震
と
津
波

は
側
に
い
な
い
た
め
、
注
意
を
怠
り
が
ち

に
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

関
東
地
方
を
襲
う
大
地
震
は
、
記
録

に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も
十
回
ほ
ど
あ

り
、
江
戸
幕
府
が
国
民
の
信
頼
を
失
い
終

わ
っ
た
の
も
、
感
染
症
の
蔓
延
に
加
え
、

１
８
５
５
年
発
災
の
安
政
の
大
地
震
に
よ

る
影
響
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
東
京

の
真
下
を
掘
り
下
げ
て
行
く
と
30
キ
ロ
の

所
で
帯
の
よ
う
な
岩
盤
（
プ
レ
ー
ト
）
に

突
き
当
た
り
ま
す
。
そ
の
下
に
も
別
の
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
ズ
ル
ズ
ル
と
潜
り
込
ん

で
お
り
、
地
下
に
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
は
、
世
界
で
も
東
京
だ
け

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
隅
田
川
東
岸
の

墨
田
区
、
江
東
区
、
大
手
町
辺
り
は
揺
れ

が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）

に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
が
有
名
で
す

が
、
真
岡
市
の
高
松
家
に
は
日
記
が
残
っ

て
お
り
、
当
時
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
芳
賀
郡
市
内
に
お
け
る
地
震

の
影
響
は
大
し
て
大
き
く
な
く
、
東
京
か

ら
の
避
難
者
が
続
々
と
押
し
寄
せ
不
審
者

と
間
違
わ
れ
、
各
所
で
暴
行
事
件
が
発
生

し
、
日
本
在
住
の
外
国
人
が
井
戸
に
毒
を

入
れ
る
な
ど
デ
マ
情
報
が
飛
び
交
い
、
不

穏
な
情
勢
と
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
遡
っ
て
、
平
安
時
代
の
西
暦

８
６
９
年
に
は
、
貞
観
地
震
が
起
き
、
富

士
山
爆
発
も
伴
い
、
感
染
症
の
拡
大
も
あ

り
、
天
皇
の
皇
女
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

犠
牲
者
が
出
た
と
日
本
三
大
実
録
に
は
あ

り
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
ん
な
状

況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
朝
廷
は
和
人
（
日

本
人
）
も
夷
（
エ
ゾ
）
も
区
別
な
く
、
被

害
の
甚
し
い
者
の
税
を
免
ぜ
よ
、
障
が
い

者
、
寡
婦
、
独
居
者
な
ど
自
立
の
困
難
な

者
は
、
特
に
手
厚
く
保
護
せ
よ
と
全
国
の

役
所
に
命
じ
た
こ
と
で
す
。

　

災
害
や
戦
争
で
は
、デ
マ
情
報
が
流
れ
、

差
別
が
横
行
し
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
に

あ
っ
て
も
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
義
務
は
、

相
手
も
「
自
分
も
」
生
き
て
い
る
こ
と
だ

け
で
そ
の
価
値
を
敬
う
こ
と
で
す
。
人
間

性
に
対
す
る
尊
重
は
、
感
染
者
を
差
別
し

た
り
、
適
切
な
治
療
を
せ
ず
に
自
宅
に
待

機
さ
せ
た
り
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な

い
人
に
特
典
を
与
え
な
い
こ
と
で
区
別

し
た
り
し
な
い
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
千
年
も
前
に
同
じ
状
況
に
遭
遇
し
た
先

人
の
言
葉
や
行
動
を
掘
り
起
こ
し
、
危
機

に
あ
っ
て
私
た
ち
は
ど
う
振
る
ま
っ
た
ら

よ
い
の
か
学
ぶ
べ
き
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
、
屋
外
作
業

（
草
刈
り
・
草
む
し
り
・
植
木
手
入
れ

等
）
は
８
月
12
日
（
木
）
か
ら
22
日

（
日
）
ま
で
夏
季
休
業
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※�

ご
依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
受
付
順
に
進

め
ま
す
。
混
み
具
合
は
セ
ン
タ
ー
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

�

市
貝
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
８
）
３
７
２
２

～ 

あ
な
た
の
献
血
に
よ
っ
て

　
　
　
　

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す 

～

　

県
内
に
お
け
る
輸
血
用
血
液
の
需
要

を
満
た
す
に
は
、
毎
日
約
３
０
０
名
の

方
の
献
血
が
必
要
で
す
。
多
く
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

献
血
の
種
類
は
全
血
献
血
（
4
０
０

ml
）
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時　

　

７
月
５
日
（
月
）�

　

９
時
30
分
～
11
時
45
分

▼
場
所　

役
場
駐
車
場
（
献
血
車
内
）

▼
受
付　

役
場
町
民
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係　

　

☎
（
６
８
）
１
１
３
３

�

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
令

和
３
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課

税
の
方
は
、
申
請
不
要
で
受
け
取
れ
ま

す
。

　

※�

ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受

け
取
っ
た
方
は
除
く

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
当
た
り
一
律　

５
万
円

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
休
業

の
お
知
ら
せ

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
の

お
知
ら
せ

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

子
育
て
世
帯
分
）に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
方
に
は
令
和
３
年
７
月

上
旬
頃
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

※�

申
請
が
必
要
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、�

随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
育
成
係

　

☎
０
２
８
５
（
６
８
）
１
１
１
９



　

俳　

�

句　

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

雨
去
り
て
見
事
な
虹
を
写
真
撮
る�

椎　

谷　
大
久
保
ミ
チ
子

緑
立
つ
陽
射
し
や
日
毎
に
強
き
か
な�

上　

根　

菅
原　

節
秋

亡
き
母
に
匂
い
漂
へ
春
の
風�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

ク
ロ
ゼ
ッ
ト
入
れ
替
え
す
ん
で
衣
替
え�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

ぼ
う
た
ん
や
折
れ
傘
差
し
て
雨
を
待
ち�

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

つ
ば
め
飛
び
去
年
巣
床
に
土
運
ぶ�

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

接
種
待
つ
不
安
安
心
夏
は
じ
め�

上　

根　

星　
　

君
子

夜
会
服
着つ
け
て
乱
舞
や
黒
あ
げ
は�

田
野
辺　

雅　
　

翠

水
溜
り
小
さ
き
空
の
梅
雨
晴
れ
間�

赤　

羽　

塩
田　

廸
子

愛
猫
が
腹
を
見
せ
た
る
葭よし
簀ず
影�
赤　

羽　

小
塙　
　

斉

麦
秋
の
穂
波
は
は
る
か
あ
げ
ひ
ば
り�
上　

根　

上
山
貴
代
子

風
仰
ぎ
田
植
え
捗はかどる
親
と
子
で�
大
谷
津　

星
野　

妙
子

さ
さ
竹
に
コ
ロ
ナ
終
息
願
ひ
込
め�

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

ワ
ク
チ
ン
接
種
不
安
緊
張
安
堵�

市　

塙　

髙
木　

正
子

梅
雨
晴
れ
間
無
事
に
コ
ロ
ナ
の
接
種
済
む�

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

宵
に
観
る
流
れ
落
ち
る
や
ハ
ナ
ズ
ツ
ミ�

市　

塙　

豊
田　

功
剣

紫
陽
花
に
見
と
れ
る
石
段
踏
み
外はず
し�

杉　

山　

大
根
田
芳
江

実
る
ま
で
幾
度
逢
瀬
の
植
田
か
な�

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

五
月
雨
に
真
紅
の
バ
ラ
の
際きわ
立
ち
し�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

目
高
の
子
親
よ
り
先
に
エ
サ
を
追
う�

続　

谷　

軽
部　

悦
子

踏
ん
張
り
て
竿
を
振
り
出
す
鮎
の
川�

赤　

羽　

永
山　

青
楓

つ
ば
め
舞
う
青
空
見
上
げ
道
の
駅�

上　

根　

谷
口　

弘
子

堰せき
落
つ
る
水
の
響
き
や
青
田
風�

杉　

山　

髙
木　

昭
一

　

短　

��

歌　

 

赤　

羽　

関
澤　

幸
夫　

選

　

赤　

羽　

石
川　

文
治

合ごう
弁べん
の
大
輪
ま
ぶ
し
石
し
ゃ
く

楠な
花げ
の
淡あわ
紅くれな
いの
散
り
ゆ
く
哀
れ

市　

塙　

豊
田　

功
剣

コ
ロ
ナ
禍
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
他ひ
人と
頼
み
ネ
ッ
ト
予
約
の
で
き
ぬ
我
等
は

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

し
た
た
か
に
喬
木
梢
を
登
り
つ
め
房
花
ゆ
ら
す
藤
の
む
ら
さ
き

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

寺
参
り
静
か
な
庭
の
花
一
輪
椿
の
花
が
今
落
ち
て
い
く

　

上　

根　

菅
原　

節
秋

朝
一
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
は
係
の
人
の
声
の
み
響
く

上　

根　

鈴
木　

政
明

満
月
を
映
し
て
光
る
狭
間
田
に
蛙
鳴
く
声
重
な
り
響
く

赤　

羽　

五
月
女　

修

手
作
り
の
歌
集
送
り
来
る
先
輩
の
本
開
き
て
は
ま
た
十
首
読
む

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

予
約
日
に
印
を
つ
け
て
待
つ
日
々
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
落
ち
つ
か
ぬ
我

赤　

羽　

藤
平　

光みつ
あ
き��

コ
ロ
ナ
禍
で
時
は
早はや
足あし
節
乱
れ
コ
ス
モ
ス
の
花
梅
雨
に
咲
く
と
は

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

雨
に
覚
め
夢
の
涙
を
拭
い
た
り
出
征
前
の
父
に
抱
か
れ

　

市　

塙　

仲
山
美
代
子

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
有
難
し
心
晴
れ
晴
れ
ネ
ギ
苗
植
え
る

文　

谷　

三
村　

常
雄

旧
友
の
出
品
キ
ュ
ウ
リ
求
め
た
り
塩
分
ひ
か
え
格
別
の
味

　

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

夢
の
よ
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
優
勝
に
抱
け
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
鼓
動
高
鳴
る

　

市　

塙　

木
村　

久
子

春
眠
の
深
き
ね
む
り
に
時
間
経
ち
て
チ
ュ
ン
〳
〵
雀
目
覚
め
促
す　

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

14
3.6.25

Information  Ichikai

自
衛
官
候
補
生
募
集

新
た
な
斎
場
の
整
備
検

討
に
つ
い
て

伊
許
山
キ
ャ
ン
プ
場
開

設
中
止
の
お
知
ら
せ

▼
制
度
概
要　

　

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
教
育

を
受
け
た
後
、
陸
上
自
衛
官
は

１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空
自

衛
官
は
２
年
９
ヵ
月
勤
務
す
る

制
度
で
す
。
任
用
期
間
内
は
職

務
を
通
じ
て
技
術
と
体
力
を
磨

き
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
資

格
取
得
も
目
指
せ
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

　

年
間
を
通
じ
募
集

▼
応
募
資
格　

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
32
歳
の
人
は
採
用
予
定
月
の

１
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達

す
る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
な
い
人
）

▼
試
験
期
日
・
試
験
場　

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
そ
の
他
の
募
集
種
目
に
つ
い

て
も
、
随
時
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
真
岡
募
集
案
内
所

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
真
岡
募
集
案
内
所

　

☎
（
８
３
）
７
８
１
８

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
で
は
、
真
岡
市
、
益
子
町
、

茂
木
町
、
市
貝
町
、
芳
賀
町
、

上
三
川
町
の
１
市
５
町
に
よ
り

共
同
で
斎
場
の
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
斎
場
は
建
設
か
ら
42
年
が

経
過
し
て
お
り
、
建
築
物
及
び

火
葬
炉
設
備
に
つ
い
て
経
年
的

な
老
朽
化
や
劣
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
や
、
近
年
の
葬
送
ニ
ー
ズ

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
へ
の
対

応
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
、
施

設
設
備
が
全
体
的
に
不
足
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
高
齢
化
に
伴

う
死
亡
件
数
の
増
加
に
よ
り
、

現
在
の
施
設
で
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、

火
葬
需
要
に
対
応
で
き
る
新
た

な
斎
場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
芳
賀
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
に
お
い
て
、
新
斎

場
の
整
備
に
向
け
て
、
基
本
方

針
や
施
設
規
模
・
能
力
、
建
設

場
所
の
選
定
な
ど
の
具
体
的
な

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

斎
場
は
、
人
生
の
終
焉
に
お
い

て
厳
粛
に
最
後
の
お
別
れ
を
す

る
場
所
と
し
て
、
誰
も
が
利
用

す
る
必
要
不
可
欠
な
施
設
と
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

☎
０
２
８
５（
８
２
）９
１
５
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
及
び
お
客
様
の
安
全



　

俳　

�

句　

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

雨
去
り
て
見
事
な
虹
を
写
真
撮
る�

椎　

谷　
大
久
保
ミ
チ
子

緑
立
つ
陽
射
し
や
日
毎
に
強
き
か
な�

上　

根　

菅
原　

節
秋

亡
き
母
に
匂
い
漂
へ
春
の
風�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

ク
ロ
ゼ
ッ
ト
入
れ
替
え
す
ん
で
衣
替
え�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

ぼ
う
た
ん
や
折
れ
傘
差
し
て
雨
を
待
ち�

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

つ
ば
め
飛
び
去
年
巣
床
に
土
運
ぶ�

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

接
種
待
つ
不
安
安
心
夏
は
じ
め�

上　

根　

星　
　

君
子

夜
会
服
着つ
け
て
乱
舞
や
黒
あ
げ
は�

田
野
辺　

雅　
　

翠

水
溜
り
小
さ
き
空
の
梅
雨
晴
れ
間�

赤　

羽　

塩
田　

廸
子

愛
猫
が
腹
を
見
せ
た
る
葭よし
簀ず
影�

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

麦
秋
の
穂
波
は
は
る
か
あ
げ
ひ
ば
り�

上　

根　

上
山
貴
代
子

風
仰
ぎ
田
植
え
捗はかどる
親
と
子
で�

大
谷
津　

星
野　

妙
子

さ
さ
竹
に
コ
ロ
ナ
終
息
願
ひ
込
め�

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

ワ
ク
チ
ン
接
種
不
安
緊
張
安
堵�

市　

塙　

髙
木　

正
子

梅
雨
晴
れ
間
無
事
に
コ
ロ
ナ
の
接
種
済
む�

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

宵
に
観
る
流
れ
落
ち
る
や
ハ
ナ
ズ
ツ
ミ�

市　

塙　

豊
田　

功
剣

紫
陽
花
に
見
と
れ
る
石
段
踏
み
外はず
し�

杉　

山　

大
根
田
芳
江

実
る
ま
で
幾
度
逢
瀬
の
植
田
か
な�

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

五
月
雨
に
真
紅
の
バ
ラ
の
際きわ
立
ち
し�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

目
高
の
子
親
よ
り
先
に
エ
サ
を
追
う�

続　

谷　

軽
部　

悦
子

踏
ん
張
り
て
竿
を
振
り
出
す
鮎
の
川�

赤　

羽　

永
山　

青
楓

つ
ば
め
舞
う
青
空
見
上
げ
道
の
駅�

上　

根　

谷
口　

弘
子

堰せき
落
つ
る
水
の
響
き
や
青
田
風�

杉　

山　

髙
木　

昭
一

　

川　
　

柳 

「
サ
シ
バ
」 

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵　

選

イ
ベ
ン
ト
に
さ
し
ば
の
親
子
ぬ
い
ぐ
る
み�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

渡
り
鷹
ツ
バ
メ
随
え
里
帰
り�

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

お
ら
が
町
人
と
サ
シ
バ
の
ビ
オ
ト
ー
プ�

　

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

市
貝
や
サ
シ
バ
の
勇
飛
里
に
あ
り�

���

上　

根　

菅
原　

節
秋

野
や
林
椎
谷
サ
シ
バ
の
理
想
郷�

市　

塙　

荒
井　

目
山

サ
シ
バ
来
る
谷
津
田
の
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

市　

塙　

園
部　

浩
子

黒
南
風
や
た
か
も
く
た
か
か
さ
し
ば
ぞ
く�

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

希のぞ
み望
か
け
五
輪
を
描
き
サ
シ
バ
飛
ぶ�

　

杉　

山　

髙
木　

昭
一

澄
み
し
空
サ
シ
バ
飛
び
舞
い
蛙
鳴
く�

市　

塙　

高
木　

眞
佐

サ
シ
バ
舞
ふ
餌
の
あ
り
場
を
教
え
よ
か�

市　

塙　

豊
田　

功
剣

連
休
に
犬
も
昼
寝
の
サ
シ
バ
里�

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

爪
を
た
て
高
木
に
噛
む
馬
糞
鷹�

石　

下　

馬
込　

滋
紀

サ
シ
バ
か
と
瞳
こ
ら
し
て
見
れ
ば
キ
ヂ�

文　

谷　

薄
根
ミ
チ
子

巣
立
ち
舞
う
市
貝
生
ま
れ
の
サ
シ
バ
達�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

我
が
町
と
サ
シ
バ
で
つ
な
ぐ
宮
古
島�

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

鸇さし
ばた
ち
友
や
家
族
と
大
飛
行�

赤　

羽　

石
川　

文
治

ふ
る
里
の
空
を
優
雅
に
舞
う
サ
シ
バ�

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

影
薄
し
珍
名
返
上
さ
し
ば
舞
う�

上　

根　

上
山
貴
代
子

遠
出
避
け
サ
シ
バ
の
里
へ
目
の
保
養�

田
野
辺　

國
井　

弘
子

春
風
に
サ
シ
バ
は
ば
た
く
里
の
空�

杉　

山　

大
根
田
芳
江

住
み
よ
い
と
サ
シ
バ
集
い
し
片
田
舎�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

題
予
告�

八
月
「
学
校
」
九
月
「
雲
」
締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

15
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Information  Ichikai

町の人口
6 月１日現在

　男	 5,934		（5,986）

　女	 5,623	（5,698）

　計	 11,557	（11,684）

世帯数	 4,533	（4,507）

（	）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

五
月
受
付
分

出
　
生�　
（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

椎
谷　

馬
場　

明め
い

花か　

直　

樹

和
佳
菜

赤
羽　

藤
田　

依つ
ぐ

杏あ　
　

守
修　

恵

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

赤　

羽　

岩
崎　
　

治　

90
歳

上　

根　
河
野
宗
右
衛
門　

86
歳

市　

塙　

筿
崎　

タ
ケ　

92
歳

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
高
木
電
気
商
会

　
　

代
表　

髙
松　

隆
之　

様

　

感
染
症
予
防
対
策
の
た
め

　

紙
せ
っ
け
ん　
　

８
５
０
枚

市
塙　

柏
崎　
　

梛な
ぎ
さ　
　

智
え
み
子

赤
羽　

羽
石　

歩あ

生お　

雅　

人

彩　

奈

杉
山　

平
野　

大た
い

惺せ
い　

文　

章

愛　

美

令
和
３
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

令
和
２
年
中
に
家
屋
を

新
築
等
さ
れ
た
方
へ

　

令
和
２
年
中
に
新
築
、
増
築

及
び
改
築
に
よ
り
家
屋
を
取
得

さ
れ
た
方
に
は
、
今
月
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、

７
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
県

税
事
務
所
・
金
融
機
関
の
窓
口

や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
、
ま
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

等
に
よ
る
納
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
事
業
の
た
め
に

収
用
を
受
け
た
家
屋
ま
た
は
被

災
し
た
家
屋
の
所
有
者
等
が
代

替
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
は
、

軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

�

真
岡
県
税
事
務
所
・
不
動
産

取
得
税
担
当　

　

☎
０
２
８
５（
８
２
）２
１
３
６

　

例
年
７
月
に
販
売
し
て
お
り

ま
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
は
、
今
年
度
に
お
い
て
も

販
売
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
発
売
時
期
、
購
入
方
法
な

ど
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
広
報

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
会

　

☎
（
６
８
）
０
０
７
１

　

企
画
振
興
課　

商
工
観
光
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
８

確
保
の
観
点
か
ら
、
７
月
か
ら

９
月
に
開
設
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
伊
許
山
キ
ャ
ン
プ
場
の

開
設
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課　

商
工
観
光
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
８



７
2021

16

問
い
合
わ
せ

市
貝
町

防
災
行
政
メ
ー
ル
の

登
録
は
こ
ち
ら
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
と
き
に
は

 

☎
６
８
―
２
３
６
６
（
ニ
サ
ン
ガ
ロ
ク
ロ
ク
）

総
務
課
消
防
交
通
係  

☎（
６
８
）１
１
１
１

212212

268268

　４月から仲間に加わった小林君。慣れない仕　４月から仲間に加わった小林君。慣れない仕
事に必死に取り組む姿に期待しています。一緒事に必死に取り組む姿に期待しています。一緒
にがんばりましょう！にがんばりましょう！

小林　義隆小林　義隆さんさん
（上　根）（上　根）

推薦者　市貝町役場税務課一同推薦者　市貝町役場税務課一同

　住民基本台帳ネットワークシステムのメンテナンスに伴い、住民基本台帳ネット
ワークシステムを停止いたします。これにより、下記の手続きが行えなくなります。
○停止日：７月 13 日（火）
○利用できないサービス
　・マイナンバーカードの交付・廃止
　・ マイナンバーカード及び住民基本台帳カードの券面事項変更
　・ マイナンバーカード及び住民基本台帳カードを利用した転入（特例転入）・転出（特

例転出）
　・ マイナンバーカード及び住民基本台帳カードの転入に伴う継続利用
　・住民票の広域交付
　・ 電子証明書の発行、失効、暗証番号の変更、暗証番号ロック解除など
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ　町民くらし課戸籍住民係　☎６８－１１１４

７月13日（火）は、７月13日（火）は、
マイナンバーカード交付等のマイナンバーカード交付等の
手続きができません手続きができません


